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プログラミングで月へ行こう！ 
 
交野小学校で 5、6 年生がプログラミングを体験する取組みが、5/18（木）からスタートしまし

た。 

1時間目、ロボットって何だろう？では、まず身近なロボットについて考えました。児童たちは「ル

ンバ、ガンダム、ペッパーくん、ドラえもん」などたくさんのロボットを挙げました。 

次に火星探査ロボット（NASA）の映像を見て、火星まで指令を届けるには 15 分も時間がかかる

ため遠隔操作ではない自律型ロボットの必要性を知ります。そこで、今回は教材『 LEGO レゴ○R マ

インドストーム○R EV3 』を使い 2人ペアになり自作のロボットを組み立て「地球から月へ、そして

火星へ」行くミッションの解決に向けたプログラミングに挑戦しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

2時間目、ここからが本番、ロボットを動かそうです。前に 1秒進む、右へ曲がる、後ろへ進む 

 

 

など、まず月へ行くのに必要なプログラムをつなぎ合わせ、iPadとロボットをブルートゥースで

つなぎ指令を飛ばします。それが成功したら、次は火星へ向かうミッションが待っています。 

子どもたちは、トライ＆エラーを繰り返しながらミッションクリアに向けて協働しました。たく

さんの失敗、喜び、思考する時間そして協働作業を経て、最後の発表会へ向けてプログラムの修正

を繰り返しました。発表会では、たくさんの笑顔と歓声の中、みんなが楽しく取組んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市では、小中一貫教育の取組みの一つとして、主に小学校 5、6年生と中学 1年生においてプ 

 

プログラミング教育を取り入れ「新しい学び」を形成します。授業の終わりに担任の先生が「ロ

ボットが将来人間に代わって仕事をする。だからこそ、みんなには人間にしかできない創造性や協

力する大切さを学んでほしい」という発言がありました。交野らしい「新しい学び」を築けそうで

す。 

1 時間目 ロボットってなんだろう？ と 火星探査ロボットの作成 

 

 

 

 

 

 
 

火星探査ロボットの学習      タブレットを見ながらロボット作り     オリジナルロボット完成                   

カスタマイズもできます。 

 2 時間目 ロボットを動かそう！ と 発表会 

 

 

 

 

 

 
 

実際の動作確認    プログラム修正中    プログラム完成火星まで行けた！  みんなで発表会 

 

 


